
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

下関市家庭教育支援チーム 

 （呼称：下関市家庭教育支援チーム ふくふくこころサポート） 

  

 

②活動拠点 下関市立勝山公民館 

③活動範囲 下関市内全域 

④組織体制 

 

  １１ 人 

心理カウンセラー９人、看護師１人 

家庭教育アドバイザー講座修了者１人 

 

⑤活動開始年度 平成２９（2017）年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

下関市教育委員会教育部生涯学習課 

（TEL）083-231-7968   （E-mail）kishogai@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:kishogai@city.shimonoseki.yamaguchi.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・子育て講座、子育て相談 

毎月１回、公民館において子育て講座を実施している。内容は母親の体

験活動や育児相談など。お子様連れで参加する母親が多く、母親同士の交

流や親子のふれあいの場にもなっている。また、会の終わりには全体交流

の時間をもち、参加者同士の情報交換や感想交流を行っている。 

 

・家庭教育学級 

市内の幼稚園、こども園、小学校の保護者を対象に、子育て講座を実施し

ている。主に参観日や、就学時健康診断等で行われ、新入児や低学年の保

護者を対象に行われている。 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

子どもの就学に対する不安を減らすことができただけでなく、日ごろの子

育ての相談などもできてよかったとの意見が、講座アンケートに多く寄せら

れた。 

ワークショップでは、参加者同士の意見交換を通して、参加者同士の横

のつながりも少しずつ広がっていったという意見があった。 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




